









― 59 ―（59）熊本学園大学論集『総合科学』　平成 27 年（2015 年）3 月 20 日
（1）
佐々友房と独逸学  ― 熊本独学史より ― 
上 村　直 己（熊本学園大学非常勤講師）
   
Tomofusa Sassa und deutsche Wissenschaften 
－Aus der Geschichte der deutschen Wissenschaften in Kumamoto－
Naoki Kamimura
はじめに																																													
佐々友房（1854 － 1906，安政元年－明治 39 年）は私学済々黌の創立者、国権党の指導者，九
州日々新聞の 3 代目社長として特に熊本では尊敬されている。だが私見によると、佐々自身は
独逸学者ではなかったけれどその熱心な信奉者であり推進者であった。その意味で佐々は熊本












佐々友房は明治 10 年（1877）の西南戦争では熊本隊 1 番小隊長として西郷軍に応じ、肥薩






折しも中央では明治 14 年（1881）9 月、躍進するドイツの国体と国風に親近感をもつ人、お
雇いドイツ人、ドイツ留学生などを中心として独逸学協会が設立された。佐々は会員ではな
かったが、その動きには注目していた。熊本県人で会員になった人には、山田信道、安東清
人、藤村紫朗がいた。紫溟会の機関誌『紫溟雑誌』の 24 号（明治 15･10･21）25 号（同 15･11・1）
（60） 熊本学園大学論集『総合科学』　第 20 巻　第 2 号　（通巻 40 号）― 60 ―
（2）











ことを示している。荒川訳『国理論』は明治 15 年 7 月、独逸学協会から出版された全 21 ペー
ジの小冊子である。原著は有名なウィーンの社会学者・法学者ローレンツ・フォン・シュタイ



















にわたり、例えば明治 15 年～ 18 年だけでも
次のような記事が見られる。
「 独 乙 の 海 軍 」（ 明 治 15 年 12/21）「 独 乙
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ヨースレル）（5/16，5/18 ～ 5/20，5/22 ～ 5/24）「村上珍亮氏物故」（6/5）「ビスマルク氏の政
略」（7/27,7/28）「日耳曼の策略」（8/2）「伊藤参議ノ帰朝」（8/12， 8/14）独相ビスマーク侯の近
状」（8/16）「独逸専門学校」（8/21）「地質学士エドモンド・ノーマン」（9/5）「テッヒョウ氏」
（明治 17 年 2/7）「ビスマルク氏」「独乙学校」（5/15）「私立独乙学校」（5/16）「古今集の翻訳」










を見ると明治 16 年 5 月における独逸学協会春期総会においてロエスラーが演説したものを荒






済々黌では前身の同心学校（明治 14 年 2 月開校）以来外国語としては中国語と朝鮮語を教え
ていた。佐々の『済々黌歴史』（明治 21 年）によれば、明治 18 年 9 月に至り規模及び組織を
































































































縣が東京から熊本に着いたのは当時の新聞によると明治 18 年 9 月 6 日で、8 日から授業を開




の影響であろうか、かなりドイツ色が見られるようだ。その第 1 号（明治 20 年 1 月）に山縣は
独日両文で「済々黌について」（Von Seiseiko）、1 号と 2 号（明治 22 年 3 月）に翻訳「ロエスレ
ル氏経済学講義」をそれぞれ寄稿している。また明治 21 年 5 月ウィーンの碩学ローレンツ・
フォン・シュタインの息エルンスト・フォン・シュタイン（Ernst von Stein,1857 － 1929）が来
（64） 熊本学園大学論集『総合科学』　第 20 巻　第 2 号　（通巻 40 号）― 64 ―
（6）
日し、来熊した際には山縣は付きっきりで通訳した 8）。
明治 19 年（1886）9 月、済々黌ではまた学科を改正し、皇漢、独、英、支の 4 学科並びに予
備門を廃し、合して普通科として 5 カ年の課程とした（従来は 3 年）。科目中外国語は英語と
ドイツ語だけとなり、「支那語」は廃止された。この時英学教員 2 名、独逸学教員 1 名が招聘
された。『済々黌歴史』によれば、独語教員としては山縣良蔵に次いで明治 19 年に武田賢象
が、20 年に藤本末松と藤本友世が就任した。『創立三十周年記念多士』（明治 45 年 6 月）掲載の






ただし藤本友世の就任時期は誤記で、履歴書によると正しくは明治 21 年 5 月 7 日付である。
済々黌においてドイツ語を担当したのはこれら 5 人の教師であった。
だが、5 人のうち『済々黌歴史』所収の「済々黌現時職員教員名録」（明治 21 年 5 月）では独
語教員として山縣良蔵、独語・英語助手として藤本友世の二人の名前があるだけである。さら
に『済々黌一覧』（従明治 22 年至明治 23 年）では英語・独語担当の藤本友世だけとなっている。
これから判断して武田賢象、中川龍田、藤本末松が教えた時期は明治 20 ～ 21 年頃のごく短
期間（約 1 年）であったこと、それに済々黌のドイツ語教育が盛んだったのもその頃であっ
て、明治 20 年 10 月の熊本県尋常中学校となって以後、急速に衰退していった。
ところでこれら 5 人の教師の関する資料、特に履歴書は現在の済々黌高校には残されていな

















熊本県下益城郡堅志田村生まれ。明治 11 年 1 月から同年 5 月まで熊本医学校に学び、そ
の後上京、本郷台町の独逸学校入学。次いで東京外国学校に入り、ブルゲルマイステル、池
― 65 ―（65）佐々友房と独逸学  ― 熊本独学史より ―
（7）
田正友、高木計に指導を受けた。明治 14 年 5 月より 19 年 3 月まで東大医学部予科及び大学
分黌でオットー・ゼン、プッチール、グロート、川上正光、吉田謙二郎についてドイツ語修
業。明治 19 年 11 月熊本県立中学校のドイツ語教授を委嘱された。次いで尋常中学済々黌、
第五高等中学校の独語の嘱託講師となった。学歴から見て山縣に次ぐ語学力の持ち主であっ
たと想像されるが、それを発揮しないまま終わったの惜しまれる。 明治 27 年 9 月 8 日病没。
　
　藤本友世（1866 ー没年不詳）
慶応 2 年 8 月 4 日肥後国上益城郡御船町生。御明治 12 年御船小学校卒。私立同心学舎及
び済々黌において 4 年間皇漢学修業。明治 16 年 7 月より東京の有非学校及び予修学校にお
いてドイツ語を 5 年間修め、傍ら東京英語学校に入り英語を学んだ。その後郷里にあって津
田静一、英人ウエストンについて英文学を研究。明治 21 年 5 月済々黌嘱託教員。24 年 11 月
私立九州学院普通教師を委任される。27 年 4 月尋常中学済々黌助教諭。同年 9 月第五高等




八代の人。熊本医学校を明治 18 年 9 月抜群の成績で卒業。資性豪快闊達、加えて頭脳明
晰行くところ可ならざるはなく、その後福岡医科大学の大森博士の許で研鑽を重ねた。名声
嘖々忽ち南九州の刀圭界を風靡した。郡医師会長、田日本医師会代議員、熊本県医師会評議










高記念館蔵の履歴書によると、上田は明治 19 年 7 月皇漢・数各科卒業後、同年 9 月普通科設置
に付きさらに普通科に転じ 2 年間修業。22 年 2 月独逸学協会学校に入学。普通科を経て、明治






校ノ設置」（『大東立教雑誌』4 号、明治 20 年 7 月）である。これは同校の熊本設置が決まっ
たのを受けて佐々が済々黌の生徒たちの前で行った演説である。日本は中央集権のために東京
































ツ語教育は急に振るわなくなった。前述したように『済々黌一覧』（従明治 22 年至明治 23 年）
ではドイツ語教師は英語・独語兼担の藤本友世だけとなった。加えて独語教育の導入に熱心
だった佐々自身、明治 22 年 1 月には古荘嘉門と熊本国権党を結成、国政進出を目指すように


















































































































































防として怒濤狂瀾 の反動力を遮遇せざるを得んや」と決意を述べ、この社説を終えている。   
 
（70） 熊本学園大学論集『総合科学』　第 20 巻　第 2 号　（通巻 40 号）― 70 ―
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ドイツ学生の決闘と飲酒会
衆議院議員の 佐々は 1897 年（明治 30）藤村義朗と共に欧米視察旅行に出かけた。年譜 12）に
よると、同年 2 月 20 日に東京より帰郷。3 月 14 日長崎出港、上海、香港、シンガポール、コ
ロンボ経由、5 月 8 日マルセーユ着。仏独露英米を巡り、12 月 20 日帰着。　
佐々はベルリン滞在中ドイツ学生の決闘を見て深い感銘を覚えた。それで彼はその時の模様
























明治 30 年 7 月 22 日付『九州日日新聞』




さて佐々がパリ経由でベルリンに到着したのが同年 5 月 22 日。3 週間のベルリン滞在中、






























































































































1）荒川邦蔵（1852 ｰ 1903）明治期の独逸学者。官僚、政治家。長州出身。明治 3 年、
池田謙斎、大沢謙二、北尾次郎、山脇玄、相良玄貞等と共に大学東校から派遣さ
れベルリン大学に留学した。この間青木周蔵の助言により専攻を医学から法律学
に変えた。明治 7 年帰国。14 年 9 月独逸学協会創設に参加、協会第一部委員。明
治 25 年福井県知事、内務省地方局長、衛生局長。
2）中正主義：薩長の藩閥政治や板垣退助の急進な自由主義とも異なる、穏健な保守主義
3）リョースレル（Herman Roessler，1834 － 94）ドイツの法学者。エアランゲン大学
に学んだ。1878 年（明治 11）ロストック大学国家学教授のとき日本外務省法律顧





60 号、熊本大学文学部、1997 年 3 月 ）を参照されたい。 
5）『熊薬七十五年史抄』（1960 年）によると、済々黌に独逸科が置かれた明治 18 年に私
立薬学校が設置されドイツ語が教えられたといい教科書も記されている。また済々
黌や第五高等中学校で一時嘱託独語教師を務めた藤本末松の履歴書（五高記念館
蔵）には明治 19 年 11 月 18 日に「熊本県中学校独逸語教授ヲ委嘱セラル」とあるの
で、既にこの頃熊本県中学校でもドイツ語の授業が行われていたことが分かる。
6）『熊本県教育史』（上巻、1931 年）695 ｰ 98 頁。                                   
7）『紫溟新報』第 882 号（明治 18 年 9 月 8 日）の「雑報」欄は次のように報じてい
る。  「○ 済々黌独逸学教師　今般東京より聘せられし独逸学教師山縣良蔵氏は一
昨六日着熊されしを以て本日より愈授業に取係らるよし」。




いる。済々黌時代の明治 19 年 9 月 3 日の条には「仝黌普通科設置ニ付更ニ普通科
ニ転ジ弐年間修業」とあり、ドイツ語を学んだと推定される。なお、上田につい
て詳しくは上村直己『九州の日独文化交流人物誌』（2004 年）所収の「熊本薬専教
授上田茂次郎」を参照されたい。同書 90 － 91 頁。
10）『五高五十年史』（1939 年）、92 － 94 頁。
11）明治 19 年 12 月 20 日森有礼文部大臣により第一高等中学校の本科及び予科の第一
外国語は英語とし、明治 24 年 7 月以降入学試験の外国語は専ら英語によるとの法
令が出された。これはドイツ語関係者の深い失望を招き、反対の声が絶えなかっ
た。結果これは明治 23 年 4 月 30 日に至り森文相の後任榎本武揚によって改めら
れ、従来の通り入学志望者の希望により英語または仏語または独語を以て施行す




13）藤村義朗（1871 － 1933）藤村紫朗の 3 男。英国ケンブリッジ大卒。三井鉱山から
三井物産に移り、ロンドン支店長を務めた。清浦内閣で逓信大臣。














｛付記｝：本稿は 2013 年 7 月 27 日に長野県軽井沢町で開催された日本独学史学会夏季研究
会で口述発表した原稿に加筆して成ったものである。
